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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年9月2日(2010.9.2)

【公表番号】特表2009-543579(P2009-543579A)
【公表日】平成21年12月10日(2009.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-049
【出願番号】特願2009-520824(P2009-520824)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月16日(2010.7.16)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単離または組換え可溶性ＷＳＸ－１／ｐ２８ポリペプド複合体、単離または組換え可溶
性ＷＳＸ－１／ＥＢＩ３ポリペプチド複合体、単離または組換え可溶性ＷＳＸ－１／ＩＬ
－２７複合体、単離または組換え可溶性ｇｐ１３０／ｐ２８ポリペプド複合体、単離また
は組換え可溶性ｇｐ１３０／ＥＢＩ３ポリペプド複合体、単離または組換え可溶性ｇｐ１
３０／ＩＬ－２７複合体、またはその変異体を含む組成物。
【請求項２】
　一つまたは複数のＴ細胞、一つまたは複数のＢ細胞、肥満細胞、好中球、マクロファー
ジ、樹状細胞、ｇｐ１３０を発現する細胞、またはＷＳＸ－１を発現する細胞をさらに含
む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記Ｔ細胞が、ＩＬ－２、ＩＦＮ－γ、ＴＮＦ－α、ＩＬ－６、ＩＬ－４、ＩＬ－１３
、ＩＬ－１７、ＩＬ－２５、ＩＬ－１０、ＩＬ－５、またはＣＤ２５の改変された発現、
増殖の改変、または改変された生存を示す、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　形質転換増殖因子βを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　組換えまたは単離されたＷＳＸ－１融合タンパク質であって、
　細胞特異的マーカーを認識する一つまたは複数のドメイン、
　ｐ２８またはＥＢＩ３に由来する一つまたは複数のポリペプチドドメイン、または、
　細胞特異的マーカーを認識する一つまたは複数の抗体ドメイン
　を含む、組換えまたは単離されたＷＳＸ－１融合タンパク質。
【請求項６】
　前記細胞特異的マーカーがＣＤ４、ＣＤ８、ＣＤ１１ｃ、ＣＤ１１ｂ、およびＮＫ１．
１から選択される、請求項５に記載の組換えまたは単離された融合タンパク質。
【請求項７】
　組換えまたは単離されたｐ２８融合タンパク質であって、一つまたは複数の抗体ドメイ
ンを含み、前記抗体ドメインの少なくとも１つが細胞特異的マーカーを認識する、組換え
または単離されたｐ２８融合タンパク質。
【請求項８】
　前記細胞特異的マーカーがＣＤ４、ＣＤ８、ＣＤ１１ｃ、ＣＤ１１ｂ、およびＮＫ１．
１からなる群から選択される、請求項７に記載の組換えまたは単離された融合タンパク質
。
【請求項９】
　可溶性ＷＳＸ－１ポリペプチド、可溶性ＷＳＸ－１／ｐ２８ポリペプチド複合体、また
は可溶性ＷＳＸ－１／ＩＬ－２７ポリペプチド複合体に特異的に結合する抗体。
【請求項１０】
　哺乳動物患者への投与を含む、炎症性疾患の治療剤製造のための、組換えまたは単離さ
れた部分の使用であって、前記部分が、可溶性ＷＳＸ－１ポリペプチド、ｐ２８ポリペプ
チド、可溶性ＷＳＸ－１／ｐ２８ポリペプチド複合体、可溶性ＷＳＸ－１／ＥＢＩ３ポリ
ペプチド複合体、可溶性ＷＳＸ－１／ＩＬ－２７ポリペプチド複合体、可溶性ｇｐ１３０
／ＩＬ－２７複合体、可溶性ｇｐ１３０／ｐ２８ポリペプチド複合体、可溶性ｇｐ１３０
／ＥＢＩ３ポリペプチド複合体、ｐ２８ポリペプチドおよび可溶性ＷＳＸ－１ポリペプチ
ド、ＥＢＩ３ポリペプチドおよび可溶性ＷＳＸ－１ポリペプチド、ＩＬ－２７および可溶
性ＷＳＸ－１ポリペプチド、可溶性ｇｐ１３０ポリペプチドおよびｐ２８ポリペプチド、
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可溶性ｇｐ１３０ポリペプチドおよびＩＬ－２７、可溶性ｇｐ１３０ポリペプチドおよび
ＥＢＩ３ポリペプチド、ｇｐ１３０／ＷＳＸ－１／ＩＬ－２７複合体に特異的に結合し、
またはその活性を調節する部分、およびこれらの変異体からなる群より選択される、使用
。
【請求項１１】
　前記炎症性疾患が、免疫異常、感染、癌、アレルギー、関節炎、喘息、炎症性腸疾患、
クローン病、ブドウ膜炎、乾癬、狼瘡、多発性硬化症、慢性感染性疾患、結核、強直性脊
椎炎、移植片拒絶、サルコイドーシスおよび肝炎からなる群から選択される、請求項１０
に記載の使用。
【請求項１２】
　前記投与の前に、前記炎症性疾患の前記哺乳動物患者の診断を含む、請求項１０に記載
の使用。
【請求項１３】
　前記組換えまたは単離された部分が、形質転換増殖因子βと組み合わせて前記患者に投
与される、請求項１０に記載の使用。
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